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１. はじめに
　“スポーツ心理学的には、凝集性、効力感、チーム
ワーク、等の観点からスポーツ集団研究としてチーム
を扱ってきた経緯があるが、必ずしも統一的なもので
はなかった”（遠藤、2014）１）と述べられているよう
に、「チーム力」の研究はこれまであまりなされてき
ていない。この「チーム力」について直接的に着目し
た池田（浩）他（2009）４）は「チーム力」を“環境や
課題の変化に適応しながら、成果に直結させることの
できるチームレベルの能力”と定義し、レベル１～３
（結束力・相互理解・相互補完・創発性・チーム改革
力の５下位因子）で構成されるチーム力尺度を開発し
た。さらに池田（浩）（2012）５）は、チーム力は直接
的にチーム・パフォーマンスと関連性を持つだけでな
く、メンバー間で課題や役割の知識の共有を促進し、
それがチーム・パフォーマンスを規定することを示唆
した。しかし、スポーツ心理学の分野においてスポー
ツを扱ったチーム力の研究はわずかである。
　これまでチーム力尺度（池田（浩）他、2009）４）を
用いてスポーツチームを対象とした研究としては、大
学女子ラクロスチームを対象にした研究があり、チー
ム力はチーム・メンタルモデルおよびチーム・パフォー
マンスの両方に強い正の効果を持っていることを明ら
かにしている（池田（浩）、2012）５）。さらに、大学バレー
ボールチームを対象として「チーム力と性差」の関係
を検討した堀川（2015）３）、池田（志）他（2015）６）に
よると、結束力、相互理解、相互補完、創発性、チー
ム改革力の全ての因子において女子の方が男子よりも
有意に高い得点を示しており、性差によって違いがみ
られた。また、遠藤他（2015）２）は、大学バレーボー
ルチームを対象として「チーム力と戦績」の関係を検
討した。その結果、男女ともに上位チームは下位チー
ムより高いチーム力を保有していることが分かった。
また、下位チームは試合に負けるとメンバーのモチベー
ションも下がり、チーム力が弱まると試合に勝てない
という悪循環になることが示唆された。このことから、
試合の経過はチーム力に影響があると考えられ、これ
に関して田中他（2015）８）は「チーム力と試合の経過」
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【要　約】
　本研究は、Y 大学のスポーツチームの内、ボールゲーム（球技）のクラブに所属する大学生 476 名（男子 303 名、女子
173 名）を対象として心理的側面からみた「チーム力」の特徴を性差に着目して論究し、チームスポーツのコーチングに
資する一資料を得ることを目的として行われた。
　その結果、レベル 1（結束力、相互理解）、レベル 2（相互補完）、レベル 3（創発性、チーム改革力）の 3段階で評価されるチー
ム力において、約半数が全国大会経験者であり、比較的競技レベルの高い集団を対象とした本研究では、それぞれのチー
ム力のレベルにおいて女子選手は男子選手よりも有意に高い結果を示した。Y 大学のボールゲームチームにおいては、男
子選手よりも女子選手の方が環境や課題の変化に適応し、よりチーム力の発揮が可能となっていることが示唆された。
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の関係を検討した。その結果、女子においてリーグ戦
の戦績が下位であったチームは、試合の経過によって
チーム力の得点が有意に低くなることを明らかにした。
　このように、性差を問わず戦績が上位のチームは下
位のチームよりも有意に高い得点を示したことから、
チーム力尺度によりチーム・パフォーマンスを測ること
の可能性が示唆されている。しかし、池田（志）（2016）７）
は関東・関西大学バレーボール連盟男女１部リーグ所
属チーム選手を対象にチーム力の性差の検討をしたと
ころ男子が女子よりも有意に高い値を示したとしてお
り、堀川（2015）３）や池田（志）他（2015）６）と異なる
見解を報告している。このことからチーム力における
性差に関しても、今後さらに対象者を増やしたり、地
域性の考慮やバレーボール以外のチームスポーツによ
る検討をすることで、「チーム力」を多角的に検討する
ことが必要と思われる。
２．目的
　本研究は、Y大学のスポーツチームの内、ボールゲー
ム（球技）のクラブに所属する大学生を対象として、
先ず性差に着目して心理的側面からみた「チーム力」
の特徴を明らかにし、クラブ活動のコーチングに資す
る一資料を得ることを目的とする。
３．研究方法
⑴．調査時期
　平成 29 年４月～５月（各チームの春季大会の１～
２週間前に調査を実施した）
⑵．調査対象
　調査対象は、Y大学のボールゲームチームから、ホッ
ケー部男女、バスケットボール部男女、サッカー部男
女、バレーボール部男女、ラグビー部男子、ソフトボー
ル部女子の計 476 名（男子 303 名、女子 173 名）であっ
た。
⑶．調査内容
１）フェイスシート
　性別・生年月日・年齢・学年・ポジション・競技経
験年数・チーム内での所属カテゴリー・チーム内の役
職・試合の出場頻度・主な競技成績を記入させた。 
２）チーム力尺度
　池田（浩）他（2009）４）が作成したチーム力尺度を
使用した。これによりチーム力はレベル１（結束力、
相互理解）、レベル２（相互補完）、レベル３（創発性、
チーム改革力）の３段階で評価される。レベル１の
チーム力は、チームが円滑に機能する上で基礎的かつ
必要不可欠な状態が定着していることを意味し、チー
ムが既に取り組んだ経験のある課題や安定した課題で
あれば期待された成果を実現することができる状態を
示す。レベル２のチーム力は、状況の変化やチームに
トラブルが生じたときにも各メンバーが必要に応じて
役割を拡充させて柔軟に対応ができる能力を意味して
おり、様々な変化に伴う不測の事態にも対応すること
ができ、既存の課題をさらに効率的に遂行することが
できる状態を意味する。レベル３のチーム力は、メン
バー相互で多くの情報を共有し合ったりして創発性が
生みだされる状態で、新規な課題にも柔軟に適応でき
るだけではなく、チームとしての理想の状態に向けて
チームが自律的に自己改革や改善を行うことができる
能力を意味する。なお、本チーム力尺度は企業組織を
対象としたものであるため、スポーツチーム向けに質
問の表現を一部適切な表現に変更した。 
　各質問項目について“全く当てはまらない = １”
から“非常に当てはまる = ５”の５件法で回答を求
めた。本尺度では、各因子の得点が高ければ高いほど
各因子に関連してチーム力を有していると解釈され
る。
　なお、本研究に用いた調査用紙を「各種スポーツに
おけるチームに関する意識調査」として巻末資料に示
した。
⑷．調査の実施手順
　各クラブの指導者に調査を依頼し承諾を得た後、そ
れぞれのチームのミーティングなどの時間を活用し調
査用紙に回答を記入させその場で回収した。被験者に
は口頭または文書にて本調査実施の主旨、内容および
手順を十分に説明し、インフォームドコンセントに留
意して調査を行った。 
　なお、筆者が直接説明することが難しい場合は、事
前に指導者とマネージャーに調査の趣旨を説明し、記
入された調査用紙は手渡しにて回収した。
⑸．回収されたデータの分析方法
　本研究で得られたデータの統計処理は、全て表計算
ソフト「Microsoft Excel 2016」、および統計処理ソフ
ト「SPSS 24.0 for Windows」を利用し、有意水準を
危険率５％未満とした。
山梨学院大学  スポーツ科学研究，第１号，49 - 58，2018
50
４．結果
⑴．対象者の特徴
　調査はホッケー部男女、バスケットボール部男女、
サッカー部男女、バレーボール部男女、ラグビー部男
子、ソフトボール部女子の 10 チーム、476 名（男子
303 名、女子 173 名）を対象として行い 474 名（男子
301 名、女子 173 名）を分析の対象とした（有効回答
率 99.6%）。分析対象者の平均年齢は 19.4（± 1.3）歳
であり、平均競技経験年数は 9.8（± 3.6）年であった。
また、対象者における過去の競技成績は「全国大会ベ
スト４以上」が 98 名（20.7%）、「全国大会出場」が
128 名（27%）、「ブロック大会出場」が 43 名（9.1%）、「県
大会出場」が 21 名（4.4%）、「その他」が１名（0.2%）、「未
記入」が 183 名（38.6%）であった（図１）。以上のこ
とから、本研究の対象者の約半数が全国大会経験者で
あり、競技レベルの高い集団であるといえる。
⑵．チーム力における性差の検討
　チーム力尺度のレベル１～３について、男子と女子
の独立二群間の t 検定を行った。その結果が下記の表
１・図２である。レベル１においては男子 49.33 点、
女子 54.36 点と、男子に比べて女子の方が有意に高い
得点を示した（t=5.53）。また、レベル２においては
男子 22.71 点、女子 26.06 点と、女子は男子よりも有
意に高い得点を示した（t=7.71）。そして、レベル３
においては男子 32.91 点、女子 36.57 点と、男子より
も女子の方が有意に高い得点を示した（t=5.83）。 
　なお、関東男女２部バレーボール選手を対象として
本研究と同じチーム力尺度を用いて性差に着目した堀
川（2015）３）の研究（図３）によると、すべての因子
において女子は男子よりも有意に高い得点を示してお
り、本研究においても先行研究と同等の結果が得られ
たものと考えられる。
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図１　調査対象者の過去の競技成績の割合
図２　レベル別チーム力得点における性差
図３　関東２部大学バレーボール選手のチーム力得点
表１　Y大学球技スポーツチームのチーム力得点における性差
男子（N=301） 女子（N=173）
t 値
M（点） SD（点） M（点） SD（点）
レベル 1
（結束力／相互理解） 49.33 9.66 54.36 9.31 5.53***
レベル 2
（相互補完） 22.71 4.61 26.06 4.47 7.71***
レベル 3
（創発性／チーム改革力） 32.91 6.67 36.57 6.43 5.83***
***p ＜ .001
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５．考察
　前述した結果により、Y大学ボールゲームチームの
チーム力には性差があることが示唆される。本研究の
「チーム力」の定義は“環境や課題の変化に適応しな
がら、成果に直結させることのできるチームレベルの
能力”（池田（浩）他、2009）４）であることから、男
子と比べて女子は環境や課題の変化に適応することが
より求められると思われる。女子のチームのコーチン
グにおいては、メンバーを入れ替えることで選手の対
応力を鍛えることや、状況の変化に応じて新たな課題
を与えることでメンバー間の連携を促すことができる
と考えられる。また、池田（志）（2016）７）によると、チー
ム力によってチーム・パフォーマンスを測ることがで
きるため、本研究の対象チームにおいても男女ともに
より高いチーム力を有することが競技成績にも反映さ
れると考えられる。
　なお、関東・関西大学バレーボール連盟１部リーグ
に所属チームの選手を対象として調査を行った池田
（志）（2016）７）によると、チーム力について男子の方
が女子よりも有意に高い値を示したと報告がされてい
る。先行研究は調査時期が秋季リーグ戦（９～ 11 月）
の前後ということや、バレーボールに限定した競技の
多様性が本研究とは異なっている。よって本研究にお
いては、チームが完成する秋から冬にかけて調査を
行ったり継続して複数の競技において調査をすること
により、各競技におけるチーム力の特徴について、今
後さらに検討を重ねる必要があると考えられる。
６．結論
　本研究は、Y大学のスポーツチームの内、ボールゲー
ム（球技）のクラブに所属する大学生を対象として心
理的側面からみた「チーム力」の特徴を明らかにし、
チームスポーツのコーチングに資する一資料を得るこ
とを目的とし、以下のような結果を得た。
１． チーム力得点には性差があり、女子は男子よりも
有意に高い得点を示した。
２． より高いチーム力を有することがチーム・パフォー
マンスに良い影響を与えると考えられるため、す
べてのチームにおいてチーム力を高める取り組み
が必要であると示唆される。
３． チーム力を高めるためのコーチングとしては、明
確な課題を提示することや、選手同士のコミュニ
ケーションを促すような状況設定、またミーティ
ングをすることで選手の意思統一をすることなど
が考えられる。
　なお、本研究における調査にご協力いただいたホッ
ケー部男女、バスケットボール男女、サッカー部男女、
バレーボール部男女、ラグビー部男子、ソフトボール
部女子の選手の皆さま、チームスタッフの皆さまに、
この場をお借りして御礼を申し上げます。 
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巻末資料　「各種スポーツにおけるチームに関する意識調査」
山梨学院大学スポーツ科学部　スポーツ心理学研究室
助手　池田志織
教授　遠藤俊郎
　このアンケートは、スポーツチームに所属する学生を対象として、普段の練習に取り組む意識や考え方、ま
たはチームにどのように貢献しているか、チームのことをどれだけ考えているかということを調査し、チーム
スポーツに必要な意識などを検証することによって競技力向上に役立てるための資料を得ることを目的とした
ものです。
　なお、本調査の結果は本研究のみ使用するもので、個人としてのプライバシーは必ず守りますので安心して
ありのままをお答えください。
　以下の質問項目に必要事項を記入および○印をつけた後、次ページからの＜やり方＞をよく読んでから御回
答下さい。
調査年月日　　20　　　年　　　月　　日　
　
１．所属部（　　　　　　　　　　　　）　１-２．カテゴリー（　　　　　  　　） 例 ) A, B, C など
　
２．氏名（　　　　　　　　　　　）　２- ２．出身都道府県（　　　　　　　　　　）
　
３．性別（ １ 男　/　２ 女　）
　
４．生年月日（　西暦　　　　　　年　　　月　　　日）
　
５．年齢（　　　　　）歳
　
６．学年（　　　　　）年
　
７．ポジション（　　　　　　　　　　）
　
８．競技経験年数（ １ 小学校 /  ２ 中学校 /  ３ 高等学校 /  ４ 大学）から（　　　　　　）年間
　
９．チーム内の役職（ １ 主将 / ２ 副主将 / ３ 主務 / ４ マネージャー / ５ その他 / ６ なし ） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔 ５ その他→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
１０．試合の出場頻度（ １ 頻繁に試合に出場する /  ２ 交代で試合に出場する / 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３  現在は出場機会がない /  ４ サポート役である）
　
１１．過去の主な競技成績（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　
１２．直近でチームが目標とする大会（　　　　　　　　　　）　１２-２．結果目標（　　　　　　　　　　）
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＜やり方＞
質問を読み、もっとも当てはまるもの１つに○をつけてください。間違えた数字に○をしてしまった場合は二本
線で消した後、正しい数字に○をつけてください。正答や誤答はありませんので、下の質問にできるだけ正確に
お答えください。
１．チームの能力について
　現時点での『あなたのチームの能力』について、あなたはどの程度自信が
ありますか。目前の試合をイメージしながら「全く自信がない」から「かな
り自信がある」までの５段階で回答してください。
全く自信がない
自信がない
やや自信がある
自信がある
かなり自信がある
１ 相手チームに勝つことができる １ ２ ３ ４ ５
２ 相手チームよりも実力を示すことができる １ ２ ３ ４ ５
３ 相手チームよりも技術的に高いレベルのプレーをすることができる １ ２ ３ ４ ５
４ 相手チームよりも優れたパフォーマンスをすることができる １ ２ ３ ４ ５
５ 努力を惜しまずプレーすることができる １ ２ ３ ４ ５
６ チームが持っている力を出し切ることができる １ ２ ３ ４ ５
７ 熱意を見せることができる １ ２ ３ ４ ５
８ 心理的な動揺に打ち勝つことができる １ ２ ３ ４ ５
９ プレッシャーのかかった場面でも実力を発揮することができる １ ２ ３ ４ ５
10 困難な状況であってももちこたえることができる １ ２ ３ ４ ５
11 チャンスがほとんど無い時でも試合に集中することができる １ ２ ３ ４ ５
12 主力メンバーがいなくてもなんとか良いプレーをすることができる １ ２ ３ ４ ５
13 試合にむけて準備することができる １ ２ ３ ４ ５
14 試合にむけて心理的なコンディションを整えることができる １ ２ ３ ４ ５
15 試合にむけて身体的なコンディションを整えることができる １ ２ ３ ４ ５
16 優れた戦術を計画することができる １ ２ ３ ４ ５
17 メンバー間の言い争いを解決することができる １ ２ ３ ４ ５
18 一致団結することができる １ ２ ３ ４ ５
19 常に前向きな態度でいることができる １ ２ ３ ４ ５
20 メンバー間で効果的なコミュニケーションをとることができる １ ２ ３ ４ ５
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２．チームについて
　現時点での『あなたのチーム』について、あなたはどう思いますか。
「当てはまらない」から「当てはまる」までの５段階で回答してください。
全く当てはまらない
当てはまらないやや当てはまる
当てはまる
非常に当てはまる
１ チームメンバー間での信頼関係が確立されている １ ２ ３ ４ ５
２ 各メンバーの役割がチーム内で周知されている １ ２ ３ ４ ５
３
新しいメンバーが加入すると、他のメンバーが進んで指導するシステム
が確立されている
１ ２ ３ ４ ５
４ チームとして新しい課題が絶えず見出されている １ ２ ３ ４ ５
５ チームの成果を高める新しいアイディアが生み出されている １ ２ ３ ４ ５
６ メンバーが互いに認め合い、チームとしての安心感がある １ ２ ３ ４ ５
７ メンバーによる提案が具体的に活かされている １ ２ ３ ４ ５
８ 資源が不足していても、それを補う解決策が生み出されている １ ２ ３ ４ ５
９ 全てのメンバーがチームのことを考え自分の役割を定義している １ ２ ３ ４ ５
10 チームの理想の状態に向けて改善を行っている １ ２ ３ ４ ５
11 自分の職務以外でも率先して他のメンバーを協力することが定着している １ ２ ３ ４ ５
12
予期せぬ出来事が発生した時にも、それに対処するための申し合わせが
できている
１ ２ ３ ４ ５
13
新しい課題に直面した時にも、チームとしてそれに対応できる行動を
備えている
１ ２ ３ ４ ５
14 チーム内で生じた問題やトラブルを解決できるノウハウを持っている １ ２ ３ ４ ５
15 チームの理想のあり方を話題にしている １ ２ ３ ４ ５
16 チーム内で円滑なコミュニケーションがとれている １ ２ ３ ４ ５
17 チーム内で職務を遂行するために必要な情報が共有できている １ ２ ３ ４ ５
18 特別に割り当てられていない職務でも自発的に取り組む雰囲気が確立している １ ２ ３ ４ ５
19 チームの成果に直結するスキルをメンバー間で教え合うことが定着している １ ２ ３ ４ ５
20 チームの成果を高める能力やスキルを伸長させている １ ２ ３ ４ ５
21 チームとしての結束力を持っている １ ２ ３ ４ ５
22 定期的に従来の役割や活動方針が見直されている １ ２ ３ ４ ５
23 新しい課題を見据えて、必要な能力やスキルを習得している １ ２ ３ ４ ５
24 情報が不足しているときに、チーム内外から必要な情報を調達できている １ ２ ３ ４ ５
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25 職務を遂行するために自発的に協力を行うことが既に定着している １ ２ ３ ４ ５
26 チームとしての理想の状態に向けて絶えず改善が行われている １ ２ ３ ４ ５
27 成果をさらに向上させる方法を追及するための議論が行われている １ ２ ３ ４ ５
28 予測不可能な状況にも柔軟に対応できる能力を備えている １ ２ ３ ４ ５
29
メンバー間で意見の対立が生じたときにも、それを適切に解決できる関
係が築かれている
１ ２ ３ ４ ５
30 絶えず他のメンバーの職務の進捗状況が把握されている １ ２ ３ ４ ５
31 チームの成果につながる情報は、チーム内で共有されている １ ２ ３ ４ ５
32 メンバー内で互いに連携する風土が確立されている １ ２ ３ ４ ５
３．チームについて
　現時点での『あなたのチーム』について、あなたはどう思いますか。「まっ
たく当てはまらない」から「とても当てはまる」までの７段階で回答してくだ
さい。
全く当てはまらない
当てはまらない
やや当てはまらない
どちらでもないやや当てはまる
当てはまる
とても当てはまる
１ チームでしばしばチームの目標について見直しを行う １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
２ チームメンバーは困難な状況に面している時にはお互いを支え合う １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
３ チームが効果的に機能しているかどうかについて定期的に話し合う １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
４
取り組んでいる仕事がストレスを感じるものであっても、チームは非常に
サポーティブだ
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
５ 練習を行うためにチームが用いる方法についてしばしば話し合う １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
６ チーム内のトラブルは長引かない １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
７ チームの状況を考慮して、目標を修正する １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ チームのメンバーは、しばしばお互いに新しいスキルを教え合う １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
９ チームの戦略はしばしば変更される １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
10
取り組んでいる仕事がストレスを感じるものであっても、チームとして協
働して取り組む
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
11 情報の共有がうまくできているかどうかについてしばしば話し合う １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
12 チームのメンバーはいつも友好的だ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
13 チームで、それぞれの練習の目的についてしばしば見直す １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
14 チームでは、トラブルは建設的に対処される １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
15 チームの決定方法についてしばしば見直す １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
16 チームのメンバーは迅速に論争を解決する １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
山梨学院大学  スポーツ科学研究，第１号，49 - 58，2018
56
４．あなた自身について
　『自分の行っているスポーツに対する気持ち』について伺います。
それぞれの質問項目に合わせ、５段階で回答してください。
１
あなたは、そのスポーツにどのくらい、
打ち込んでいますか？
１ ２ ３ ４ ５
全く打ち込んでいない　　どちらでもない　　とても打ち込んでいる
２
あなたにとって、そのスポーツを辞める
ことは、どのくらい難しいことですか？
１ ２ ３ ４ ５
全く難しくない　　　　　どちらでもない　　　　　とても難しい
３
そのスポーツを継続することに、どのく
らい強い決意を持っていますか？
１ ２ ３ ４ ５
強い決意を持っていない 　　どちらでもない 　　とても強い決意を持っている
４
あなたは、そのスポーツを自ら進んで
やっていますか？
１ ２ ３ ４ ５
自ら進んでやっていない　　どちらでもない　　自ら進んでやっている
５
あなたは、そのスポーツをしていること
を他人にどのくらい、自慢できますか？
１ ２ ３ ４ ５
全く自慢できない　　　どちらでもない　　　とても自慢できる
６
あなたは、そのスポーツをこれからも、
続けたいですか？
１ ２ ３ ４ ５
続 け た く な い　　　 ど ち ら で も な い　　　　　　 続 け た い
　以上で質問を終わります。大変お疲れ様でした。ご協力ありがとうございました。
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